
(取組期間：２０２３年３月１日～２０２４年２月２９日）

第０２号

発行日 : ２０２４年４月３０日

株式会社テクニカルサポー

環境経営レポート



1 組織の概要 ・・・・・・・・ P　1

2 環境経営方針 ・・・・・・・・ P　2

3 実施体制 ・・・・・・・・ P　3

4 環境経営目標 ・・・・・・・・ P　4

5 環境経営計画 ・・・・・・・・ P　5

6 ・・・・・・・・ P　6

7 ・・・・・・・・ P　7

8 ・・・・・・・・ P　8

9 地域との融合活動 ・・・・・・・・ P　9

10 ・・・・・・・・ P　10

11 代表者による全体の評価と見直し・指示 ・・・・・・・・ P　11

環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有
無

環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

目　　次

当社の取り組み



１． 事業者名及び代表者名

株式会社　テクニカルサポート
代表取締役会長　　山本　純夫

２． 所在地

名　称 延床面積 備　考

本社・本社工場 2，759．18㎡ 認証対象

第2工場 1，628．76㎡ 認証対象

第3工場 2，525．15㎡ 認証対象

３． 環境管理責任者、事務担当者の氏名及び連絡先

環境管理責任者　　　須田　和幸 TEL      　053-523-2231(代)

事務担当者　　　　　　須田　和幸　 E-mail     suda-k@t-support.co.jp

４． 事業の概要

・精密機械および電子機器・装置の設計、製造
・電動機および電力変換機の評価試験の受託
・航空、宇宙関連部品の製造

５． 事業規模
2024年2月29日現在

項　目

売上高 全社　　14億6，000万円（2023年3月～2024年2月）

全社　　46名

内訳：　本社工場(41名)、　第2工場(0名)、　第3工場(5名)

６． 事業年度 　毎年　3月1日～翌年2月29日

７． レポートの取組期間及び発行日

環境経営レポートの取組期間（2023年06月01日～2024年02月29日）

環境経営レポートの発行日（2024年06月28日）

８． 対象範囲

活　  　動： 精密機械および電子機器装置の設計・製造、

　　　　 　　  電動機および電力変換機の評価試験の受託

1. 組織の概要

内　　　　　容

対象組織： 本社・本社工場、第2工場、第3工場

従業員数

　静岡県浜松市浜名区細江町中川7000-71

　静岡県浜松市浜名区細江町中川7000-62

　静岡県浜松市浜名区都田町8035-1

所　在　地
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１． 環境に配慮した製品づくりを推進します

２．
１）
２）
３）
４）

３． 環境関連法規制を遵守します　　

制定年月日 2022年12月14日（初版）

株式会社　 テクニカルサポート
代表取締役会長　山本　純夫 　　

2. 環境経営方針

[基本方針]

[環境理念]

　株式会社テクニカルサポートは『精密機械及び電子機器装置の設計・製造』、『電動機及び電力変換機
の評価試験の受託』の業務を通じて環境経営の改善を行い、地球温暖化問題への取り組みや地域の環
境活動に継続的に取り組みます。また、環境コミュニケーションを実施し環境レポートを公開し、利害関係
者のみならず社会との良いコミュニケーションを図って行きます。

　当社は環境理念に基づき、以下の基本方針を定め、継続的な環境経営を展開します。

二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量等の削減に努めます
電気、軽油、ガソリン等の使用量削減に努めます
3R活動の展開による廃棄物の削減に努めます
節水活動による水使用量の削減に努めます
化学物質の使用量の削減に努めます

２



＜関係者の権限と役割＞

代表者
① 環境経営全般に関する責任と権限
② 環境管理責任者の任命
③ 環境経営に必要な資源の準備
④ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
⑤ 環境経営方針の制定及び改定
⑥ 環境経営システム全体の評価と見直し
⑦ 効率的な実施体制の構築と全従業員への周知
⑧ EA21の環境経営システムの運用のために必要となる経営資源（人・もの・資金・情報など）を用意する

環境管理責任者
① 環境経営システム全般の運用・管理
② 環境経営目標及び環境経営計画の作成
③ 取組状況の会長への報告
④ 環境経営レポートの作成

EA21事務局
① 環境負荷データ等の集計
② 環境経営目標・環境経営計画の進行管理
③ 「環境負荷」及び「環境への取組」の自己チェックの実施
④ 環境管理責任者へ取組状況の報告
⑤ 環境関連法規等の遵守状況チェック
⑥ 環境上の緊急事態の想定と対応策の作成。全体での試行、訓練の実施
⑦ 文書・記録の管理

各部門長
① 部門の環境経営計画の実施
② 部門データの集計
③ 部門の問題点把握と是正対策の実施
④ 部門取組状況の事務局への報告
⑤ 部門の従業員教育

その他の従業員
① 自分の役割を守りEA21活動を推進する

（部長）

EA21事務局

(QMS推進室)

技術部 製造部

山本　純士

(部長）(部長）

須田　和幸

3. 実施体制

代表取締役会長

営業部 総務部

山本　純夫

環境管理責任者

電子事業部

須田　和幸

（部長）

作成日
作成者 須田　和幸

2022年12月5日

（部長）

３



１．取組期間（2023年3月〜2024年2月）の環境経営目標

㎏-CO2

kWh

L

L

㎏

産業廃棄物 t

一般廃棄物 kg

kg

㎥

＜備考＞

2024年度 2026年度

2024年3月
〜

2025年2月

2026年3月
〜

2027年2月

件

％

㎏-CO2 －3％ －5％

kWh －3％ －5％

L －3％ －5％

L －3％ －5％

㎏ －3％ －5％

産業廃棄物 %

一般廃棄物 kg

kg

㎥ －3％ －5％

＜備考＞

２.環境経営の継続的改善（顧客満足度の向上）については、毎年営業部にて「(★)C9.1.3a-02顧客満足分析シート」を用いて調査・分析をして評価す
る。３.一般廃棄物は排出量が少量につき、定性目標とする。

４．化学物質使用量の削減は困難の為、定性目標とする。

1,515

8,267

1,025

39,104

100.0

削減に努めた

化学物質使用量(FDコート) 適正管理した

－4％

－4％

－4％

再資源化率95%以上を目指す

削減に努める

2022年3月
〜

2023年2月

環境に配慮した

満足

492,303

735,691

5.7

削減に努めた

適正に管理していた

1,515

５．本社工場は、地下水を利用しているが、水量計が未設置のため利用水量が不明であることからカウントしていない。

基準年度

削減に努める

適正管理に努める

1,485-2%

再資源化率95%以上を目指す

３.一般廃棄物は排出量が少量につき、定性目標とする。

２.環境経営の継続的改善（顧客満足度の向上）については、毎年営業部にて「(★)C9.1.3a-02顧客満足分析シート」を用いて調査・分析をして評価す
る。

４．化学物質使用量の削減は困難の為、定性目標とする。

化学物質使用量(FDコート)

－4％

環境に配慮した製品づくりに努める

-2%

-2%

-2%

-2%

8,267

1,025

39,104

2022年3月
〜

2023年2月

基準値

環境に配慮した

満足

492,303

-2%

735,691

目標削減率

満足

720,977

8,102

1,005

目標年度

4. 環境経営目標

内訳

二酸化炭素排出量

ガソリン

プロパンガス(LPG)

電力

取組期間基準年度

単位

軽油

項目

環境経営の継続的改善（顧客満足
度の向上）

環境に配慮した製品づくり

2023年3月
〜

2024年2月

目標値

環境に配慮する

満足

482,457

38,322

水使用量

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2021年度実績－　2023.1.24環境
省・経済産業省公表の調整後の排出係数ENEOS㈱0.452(kg-CO2/kWh)・中部電力ミライズ㈱0.388(kg-CO2/kWh)を使用した。

１．「購入電力」の二酸化炭素排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－2021年度実績－　2023.1.24環境
省・経済産業省公表の調整後の排出係数ENEOS㈱0.452(kg-CO2/kWh)・中部電力ミライズ㈱0.388(kg-CO2/kWh)を使用した。

環境経営の継続的改善（顧客満足
度の向上）

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

－4％

適正管理に努める

2022年度

水使用量

廃棄物排出量

２．中長期の環境経営目標

環境に配慮した製品づくり

内訳

電力

ガソリン

軽油

プロパンガス(LPG)

項目 単位
2025年度

2025年3月
〜

2026年2月

－4％

４



3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

A 製造部長

B
電子

事業部長

A 4月下旬実施 6月下旬実施

B
顧客満足

度
調査実施

C 会長

A

B

C

D 三好

A 山岡

B 社長 4月下旬実施 8月中旬実施 12月下旬実施

A

B

C

D 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施

E 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施 毎週実施

F

G

A

B

A

B

C

D

A 大石

A 総務

5. 環境経営計画

急発進・急加速の禁止

不必要なアイドリングの禁止

不要な荷物を積まない（1回／月チェックする） 須田

環境活動項目 責任者

社
用
車

純士

環境に配慮した
製品づくり

必要最低限の在庫管理を徹底する（製造部）

RoHS指令対応をします（電子事業部）

環境経営の継続
的改善（顧客満
足度の向上）

スケジュール

次世代事業(次世代自動車、光産業、航空宇宙分野)
への営業・開発・製造をする

（運用期間：2023年3月～2024年2月）

須田

工
場
・
事
務
所

未使用設備の電源OFF(製造設備・OA機器・他）

廃プラスチックのリサイクル
廃棄物の削減

コピー用紙の両面使用

須田

封筒などの再利用

純士

康嗣

須田

LED照明の採用

コンプレッサーのエア漏れチェック

水もれ点検の実施

「AL  SUS  Fe」「切粉  ﾌﾞﾛｯｸ」 の分別によるリサイクル

水使用量の削減

化学物質使用量
の削減

FDコート使用量の維持管理に努める

顧客との環境コミュニケーションを推進する。
（工場周辺の除草・清掃）

顧客満足度の向上等を図る

二酸化炭素
の削減

ト
イ
レ

弁座の温度設定は、「節電モード」にする

不使用時には弁座のフタ閉めておく

コンプレッサーフィルターの定期清掃

人感センサーによる照明の消し忘れ対策

デマンドコントロールの実施

2S活動の実施

喫煙所のエアコンの稼動時間の設定
（休憩時間の30分前にタイマーで始動、休憩後停止）

空調フィルターの定期清掃（長期休暇前　3回／年）

空
調
等

運転日報の記載・燃費確認(走行キロ数、給油量等）

５



①運用期間（2023年3月〜2024年2月）の環境経営目標の実績　

基準期間

2022年3月
〜

2023年2月

基準値
目標

削減率
目標値 実績値 目標比率 評価

努めた 努める 努めた 〇

満足 満足 満足 〇

㎏-CO2 492,303 -2% 482,457 366,962 76.1% 〇

kWh 735,691 -2% 720,977 450,223 62.4% 〇

L 8,267 -2% 8,102 7,438 91.8% 〇

L 1,025 -2% 1,015 841 82.9% 〇

㎏ 39,104 -2% 38,322 43,857 114.4% ×

産業廃棄物 t 5.7 -2% 5.6 5.6 100.3% △

一般廃棄物 kg 削減に努めた
削減に努め

る
削減に努

めた
〇

㎏ 適正管理した
適正管理に

努める
適正管理
に努めた

〇

㎥ 1,515 -2% 1,485 2,694 181.5% ×

＜評　価＞

原因

是正

原因

是正

②次年度の環境経営目標 変更なし

環境経営の継続的改善（顧客満足度
の向上）

プロパンガス
（LPG)

　猛暑と残業時間増大のため

　1年間運用の様子を見る

１．評価：〇：100%以下　△：110％未満　×：110％以上

２．目標比率：実績値/目標値

化学物質使用量(FDコート)

＜備考＞

プロパンガス（LPG）

6. 環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

　配管破断による漏水のため

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量

水使用量

内訳

電力

ガソリン

軽油

環境に配慮した製品づくり

水

取組期間

　業者へ連絡し対応中（前年度からの継続）

2023年3月
〜

2024年2月
項目 単位

６



A 必要最低限の在庫管理を徹底する（製造部） 製造部長 ○
・定期的に在庫品の確認をし適正
在庫量の維持に努めた

継続実施（重点項目に設定）

B RoHS指令対応をします（電子事業部）
電子

事業部長
○ ・RoHS指令に対応した 継続実施（重点項目に設定）

A
顧客との環境コミュニケーション推進します。
（工場周辺の除草・清掃）

○
・ﾃｸﾉﾗﾝﾄﾞ細江団地内環境監視ﾊﾟ
ﾄﾛｰﾙ参加
・GW前工場周辺の除草作業実施

・浜名湖ｸﾘｰﾝ作戦への参加
・工場周辺の除草作業実施

B 顧客満足度の向上等を図ります ○ ・顧客が満足するように努めた 現状把握するため継続実施

C
次世代事業(次世代自動車、光産業、航空宇宙分野)
への営業・開発・製造をする

会長 ○
・次世代事業への営業活動を
行った

継続して次世代事業へ取り
組む

A 不必要なアイドリングの禁止 ― ・現状把握が出来なかった
車内に注意喚起のラベルを
貼る

B 不要な荷物を積まない（１回／月チェックする） ○

・夏季にもタイヤチェーンが積載さ
れていたが、夏タイヤ交換時に車
から降ろした

継続実施

C 急発進・急加速の禁止 ― ・現状把握が出来なかった
車内に注意喚起のラベルを
貼る

D 運転日報の記載・燃費確認(走行キロ数、給油量等） 三好 ○
運転記録表の記載が徹底され現
状把握が出来る状態になってい
る。

継続実施

A
喫煙所のエアコンの稼動時間の設定
（休憩時間の30分前にタイマーで始動、休憩後停止）

山岡 ―
・春季になりエアコンを使用する
必要がなくなった。

エアコン使用のルール作りを
行い掲示する

B 空調フィルターの定期清掃（GW前、夏前、冬前　３回／年） 社長 ○ ・GW前に実施中 継続実施

A デマンドコントロールの検討 ○ ・デマンドコントロールは導入済 継続実施

B LED照明の採用 ○ ・一部を除いてLED照明を導入済
未実施個所については改修
時に採用予定（改修日未定）

C 人感センサーによる照明の消し忘れ対策 ○
・通路やLED照明導入済トイレに
ついては人感センサー採用済

未実施個所については改修
時に採用予定（改修日未定）

D コンプレッサーのフィルターの定期清掃 ○ ・毎週金曜日夕方実施 継続実施

E コンプレッサーのエア漏れチェック ○
・常時聴覚によるエア漏れチェッ
クの実施

継続実施

F 未使用設備の電源OFF(製造設備・OA機器・他） 須田 ○ ・未使用設備の電源OFFの実施 継続実施

G ２S活動の実施 康嗣 ○ ・定期的な２S活動を実施 継続実施

A 弁座の温度設定は「節電モード」にする 〇
・一部洋式トイレ内に「節電モー
ド」喚起のビラを貼った

ビラの掲示箇所を拡大する

B 不使用時には弁座のフタを閉めておく ○
・「節電、ふたは閉める」というラ
ベルを作成しトイレ内に貼った

継続実施

A コピー用紙の両面使用 ○
・裏紙受けを設け、回収し裏紙の
使用を奨励している

継続実施

B 封筒などの再利用 ○
・使用済み封筒を社内便袋として
再利用を行っている

継続実施

G 廃プラスチックのリサイクル ○
・廃棄物の分別回収を行い、廃プ
ラスチックのリサイクルを行ってい
る

継続実施

H 「AL  SUS  Fe」「切粉  ﾌﾞﾛｯｸ」の分別によるリサイクル ○
・金属屑の分別回収を行い、リサ
イクルを行っている

継続実施

B 水もれ点検の実施 総務 × ・業者へ連絡し対応中
・業者による水漏れ箇所の確
認及び修理の実施

＜備考＞

　評価判定：○（良くできた）　　△（まあまあできた）　　×（できなかった）　　-（実施が見送られた）

7. 環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

環境に配慮し
た製品づくり

評価 コメント環境活動項目 責任者 今後（次年度）の取組内容

（運用期間：2023年3月～2024年2月）

空
調
等

純士

社
用
車

二
酸
化
炭
素
の
削
減

ト
イ
レ

康嗣

須田

環境経営の継
続的改善（顧
客満足度の向
上）

水使用量の削減

須田

純士

須田

工
場
・
事
務
所

廃棄物の削減

７



◆ごみの分別で処理時のCO2削減◆

◆経営資源の投入◆

8. 当社の取組み

◆社内注意書きで社員の意識づけ◆

事務所 及び 通路

でのLED照明設置

作業現場への

LED照明設置

通路などでの照明用人感セン

８



9. 地域との融合活動
◆2023.4.19　テクノランド細江工業団地 環境監視パトロール活動 参加◆

     各工場で行ました。活動後には工場周辺がきれいになりました。

　　テクノランド細江工業団地内の環境監視パトロール活動として、団地内の道路清掃活動を行いま
　　した。他社のメンバーと協力し落ち葉で埋もれた道路をきれいにしました。落ち葉を撤去したこと
　　で通行がしやすくなりました。

◆2023.6.9　浜名湖クリーン作戦 参加◆

↓（写真下）
　　第２工場周辺除草

   ←（写真左）
　　    第3工場内除草作業

当社は毎年浜名湖クリーン作戦に参加しています。6月9日(金) 全従業員参加による除草作業を

          ←（写真左）
　            本社・本社工場前除草作業

９



1. 環境関連法規等の遵守状況

　当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

本社工場 第2工場 第3工場 本社工場 第2工場 第3工場

第5条 規制基準値の遵守 ○ ○ ○

第6条 特定施設の届出 届出内容の変更無し 届出内容の変更無し 届出内容の変更無し ○ ○ ○

第8条 特定施設の数等の変更の届出 届出内容の変更無し 届出内容の変更無し 変更無し ○ ○ 該当なし

第10条 氏名等変更届出書 届出内容の変更無し 届出内容の変更無し 届出内容の変更無し ○ ○ ○

第5条 規制基準値の遵守 ○ ○ ○

第6条 特定施設の届出 届出内容の変更無し 届出内容の変更無し 届出内容の変更無し ○ ○ ○

第8条 特定施設の変更等の届出 変更無し 変更無し 変更無し 該当なし 該当なし 該当なし

第10条 氏名等変更届出書 届出内容の変更無し 届出内容の変更無し 届出内容の変更無し ○ ○ ○

第45条 簡易点検 室外機：10台 室内機：10台 室外機：６台 室内機：６台 室外機：７台 室内機：７台 ○ ○ ○

第45条 法定点検 対象機を記載する 対象機を記載する 対象機を記載する

第10条 浄化槽の保守点検及び清掃の実施 テクノランド細江団地にて管理 テクノランド細江団地にて管理 保守点検及び定期清掃の実施 ― ― ○

第11条 指定検査機関による水質に関する検査の実施 テクノランド細江団地にて管理 テクノランド細江団地にて管理 法定検査の実施（１回／年） ― ― ○

第6条の2第6項 市町のルールに従った分別と搬出及び業者委託

第12条第2項 廃棄物の悪臭・飛散・地下浸透防止

第12条第2項 産業廃棄物保管場所への掲示板の設置

第12条第5項 産業廃棄物運搬業者並びに処分業者との委託契約

第12条第9、10項 産業廃棄物多量排出事業者の処理計画及び実施状況報告

第12条の2第8項 特別管理産業廃棄物管理責任者の選任

第12条の3第1項 マニフェストの交付

第12条の3第2､6項 マニフェストの期間内返却の確認

第12条の3第6項

第12条の3第7項 産業廃棄物管理票交付等状況報告

第12条の3第8項 産業廃棄物管理票の期間内未返却時の許可権者への報告

第9条の4 少量危険物 及び指定可燃物の貯蔵及び取扱基準 「少量危険物貯蔵取扱所」表示及び適切な管理 「少量危険物貯蔵取扱所」表示及び適切な管理 「少量危険物貯蔵取扱所」表示及び適切な管理 ○ 該当なし ○

第11条 指定数量以上の危険物保管の届出 指定数量以上の危険物の保管の消防署への届出 指定数量以上の危険物の保管の消防署への届出 指定数量以上の危険物の保管の消防署への届出 該当なし 該当なし 該当なし

第13条 危険物の取扱作業に関して保安の監督 危険物取扱者の設置 危険物取扱者の設置 危険物取扱者の設置 該当なし 該当なし 該当なし

第4条 事業者の責務

第6条 土地所有者の所有地等の適正管理

第10条 事業者の産業廃棄物の実地の確認等

第11条 事業者の産業廃棄物の不適正な処理に係る措置等

法
令

リサイクル法
（資源の有効な利用の
促進に関する法律）

第4条 指定再資源化製品のリサイクル（適正廃棄）

2.　違反、訴訟等の有無
　　　　　当社に対し関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟や苦情は過去３年間ありませんでした。

10. 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無

責
務
・
努
力

義
務

市
条
例

遵守事項または規制基準
当社の適用及び対応

契約書の締結及び保存

Ｂ２及びＤ票：９０日以内、Ｅ票：１８０日以内

Ａ票～Ｅ票：５年間

法律・条例 条項

浜松市産業廃棄物の適
正処理に関する条例

従業員に対し産業廃棄物の適正な処理に関する教育
関連会社及び子会社への必要な助言及び情報の提供

産業廃棄物の不適正な処理が行われないようにするための所有地等を適正管理の実施

産業廃棄物処理施設の実地確認の実施とレポートの作成

運搬又は処分を委託した産業廃棄物が不適正処理が行われ、又は行われるおそれがあることを知ったときにおける処理業者に対する是正の要求及び必要な措置の実
施等

消防法

浄化槽法

廃棄物処理法
（廃棄物の処理及び
清掃に関する法律）

フロン排出抑制法

業者委託時は許可証確認（契約書作成が望ましい）

○

該当なし

○

保管場所での環境被害防止

6月30日までに許可権者に報告（前年度発生量が千トン超のとき）

返却期間終了後30日以内に許可権者に報告

○

パソコン、白物家電、小型二次電池等の廃棄時 該当なし

6月30日までに許可権者に報告（電子マニ分は猶予）

評価日　2024年4月30日

評価者　環境管理責任者　須田　和幸

Ａ票（委託時、電子マニは３日以内）

有資格者を選任（特管排出事業者のみ）

遵守結果

業者に依頼中

○

○

○

未実施

法
令

騒音規制法

振動規制法

○

○

○

○

○

該当なし

該当なし

掲示板設置（60ｃｍ×60ｃｍ以上の大きさ）

１０



作成　 2024年4月30日　作成・報告者：山本純夫

確認

1 □

2 □

3 □

4 □

5 □ 特に問題ありませんでした。

6 □

7 □

8 □

株式会社テクニカルサポート

代表取締役会長　　　山本　純夫

変更の
必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

11. 代表者による全体の評価と見直し・指示

１
・
見
直
し
関
連
情
報

項    目 ：（必要に応じて評価・コメント記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 水の使用量は未達、　CO2排出量は過達

環境経営計画及び取り組み実施状況 継続して取り組みます

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況

２
・
代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

　
　
　２０２３年３月の運用開始から年間を通したエコアクション21の報告書ができましたました。

　二酸化炭素の削減については先期(2023年3月～2024年2月)の排出量は357,695㎏-CO2と基準年(2022年3月～2023年2月)排出量
492,303㎏-CO2と比較して134,608㎏-CO2(27.3％)削減できました。
しかし、LPG(液化石油ガス)の使用量は増加してしまいました。当社ではLPGをGHP(ガスヒートポンプエアコン)の燃料として使用して
いますが、猛暑と売り上げ増による残業時間の増加でGHPの負荷が増大し燃料であるLPGの使用量(43,857㎥)が基準年使用量
(39,104㎥)と比べ112.2％となってしまいました。

現在のGHPは据付後25年が経過した旧型タイプ(冷媒R22仕様)で燃費が悪いため、今年の夏に新しいGHP と置き換えを行う予定
です。新しいGHPに取り替えることでLPGの使用量が減り、二酸化炭素の排出量削減ができると考えています。

ところで、大きなお金を掛けなくても二酸化炭素排出量削減を行うことができます。例えば「誰も居ないエリアの消灯」や「適正なエア
コンの温度設定」など従業員の一人一人が意識をすることで二酸化炭素の排出量削減がまだまだできます。
来期は、エコアクション２１の取組が経営者だけでなく、全従業員参加による取組みになるよう、進めていきたいと考えます。

　環境経営計画については、下記の通り指示をしました。

2024年4月30日

見直し項目 「有」の場合の指示事項等

環境経営方針

環境経営目標

その他（外部への対応）

環境経営計画 　計画通りにGHP(ガスヒートポンプ)の取替工事を進めること

実施体制

その他のシステム要素

LPG(液化石油ガス)使用量の削減の検討が必要です。
上水使用量の削減が必要です。(試行期間から継続)

その他（                                 ）

取引先、業界、関係行政機関、その他の外
部動向

継続して取り組みます


